


事業概要

1. 期間
開始 ： ２０２１年１０月
終了（予定）： ２０３１年 ３月

2. 最終目標
舶用水素エンジン、燃料タンク及び燃料供給システム(MHFS :Marine Hydrogen Fuel System)
を開発し、2030 年度までに水素燃料船の実証運航を完了する。

3.成果・進捗概要

進捗概要製品企業名

陸上実証において、目標性能で運転を達成。
安定燃焼領域拡大に向けた調整運転を実施中。
実船実証用エンジンの設計を概ね完了。

推進用中速
4ストロークエンジン

小型MHFSは、2027年4月の完成に向けて製造
を進捗中。大型MHFSの設計も概ね完了し、
2027年3月までの船舶搭載に向けて製造進捗中。

水素燃料タンク
燃料供給システム

中速水素エンジン(多気筒機)の陸上実証試験に
より､目標とする水素混焼率95%を､出力800kWに
おいて達成。

補機用中高速
4ストロークエンジン

フルスケールエンジンの陸上運転で水素混焼率
95%以上を達成。
更なる性能最適化のための検証試験を継続中。

推進用低速
2ストロークエンジン
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2ストロークエンジン世界初、全筒水素燃料
混焼運転を開始
100%負荷で水素混焼率95%以上を達成

⇒水素混焼運転における性能最適化のための
検証試験を継続中

【研究開発成果】

水素燃料船の基本設計が完了
⇒建造に向けた詳細設計が順調に進捗

しており、2026年11月頃起工予定。

水素燃料エンジン「6UEC35LSGH」 水素燃料多目的船（完成予想図）

国内外の展示会や学会を通じて成果を広く発信中
・Sea Japan2026(2026年4月)
・Posidonia2026(2026年6月) など

フルスケールエンジン開発 実証運航計画

成果の社外への発信
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3-3．研究開発成果について









４．今後の見通しについて

当コンソーシアムにおける水素エンジンの陸上実証試験およびMHFSの開発は、
順調に進捗しています。

これら､水素エンジンとMHFSに加え、バンカリング技術の開発にも着手しており、
三位一体での提供を目指します。

船社・造船所殿からの多大なるご支援により､実船実証運航を完遂後､製品化
を経て、社会実装につなげてまいります。

水素燃料船の成立性検証については、コンセプト船の設計を通し、初期段階を
クリアしました。

日本のエンジンメーカーとして技術を結集することで、水素燃料船の
普及拡大をリードし、脱炭素社会の実現に向け貢献してまいります。
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